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 本学では，寄附金を原資とする特定余裕金による運用と，自己収入等の収入額のうち，すぐに

は支払いに充てない一般余裕金による運用により運用益を得て，その運用益を本学の事業経費

に充当しています。令和５年度余裕金の運用実績は次のとおりです。 

１． 資金運用管理委員会の開催状況 

・令和５年度第１回 開催日：令和５年４月２１日（金）

・審議事項「委託運用契約候補者の選定について」

・令和５年度第２回 開催日：令和５年６月３０日（金）

・審議事項「組入れファンド及びリバランスの率の決定について」

・令和５年度第３回 開催日：令和５年１２月１５日（金）

・審議事項「委託運用の運用状況報告について」

「上半期の資金運用実績報告・情報公開について」 

・令和５年度第４回 開催日：令和６年３月１１日（月）

・審議事項「委託運用の運用状況報告について」

「令和６年度余裕金運用計画について」 

２． 令和５年度運用益実績額 

特定余裕金による運用 

（委託運用） 【実践ポートフォリオ】 

（自家運用） 

資産種別 運用額 構成割合 運用益実績額 

公債 2 億円 12.5％ 1,600,000 円 

社債 9 億円 56.25％ 11,220,000 円 

定期預金 5 億円 31.25％ 6,340,428 円 

計 16 億円 100％ 19,160,428 円 

  一般余裕金による運用 

（自家運用） 

資産種別 運用額 運用益実績額 

定期預金 ８０～１６０億円 33,908,594 円 

資産種別 運用額 構成割合 運用益実績額 

国内外株式 6 億円 ２０％ 

82,044,991 円 

※証券会社への報酬

等の費用を差し引いた

後のキャッシュイン額 

国内外債券 9 億円 ３０％ 

オルタナティブ 15 億円 ５０％ 

計 30 億円 100％ 



【マーケット概況（１１月～２月）】 

  S&P500は、2023年11月末の4,567ptから2024年2月末の5,096ptと11％の上昇となりました。消費や雇

用など経済環境は堅調ながらもインフレの鈍化が進んだことでFRBによる早期利下げ観測が高まり、株

価は上昇しました。24年に入り利下げ観測が後退したものの、AI関連を中心に好調な企業決算が株価

を押し上げました。 

TOPIXは2023年11月末の2,374ptから2024年2月末の2,675ptと12％の上昇となりました。特に24年

初の能登半島地震から、日銀による早期金融緩和修正懸念が後退したことで日本株は上昇し、また堅

調な企業業績や日銀副総裁がマイナス金利解除後も緩和的なスタンスを維持する発言も株価の後押

しとなりました。 

米国の10年国債金利は2023年11月末の4.32％に対し、2024年2月末では4.25％と低下しました。12

月FOMCにおいて、利下げ回数の見通しが9月時点よりも増加したことなどを受けて一時4％割れの水

準となりましたが、その後は堅調な経済指標やインフレ指標の鈍化にペースダウンが見られたため、金

利は上昇に転じました。 

日本の10年国債金利は、2023年11月末の0.67％から2024年2月末0.70％に上昇しました。12月初に

高まった金融政策修正観測は12月の政策決定会合や能登半島地震の影響により後退し、金利は低下

しました。1月半ばにはマイナス金利政策解除の機運が高まり金利は上昇しましたが、2月に日銀副総 

裁が解除後も緩和的なスタンスを継続することを示したことで、その後の金利は横ばいで推移していま

す。 

為替は、2023年11月末の148.20円/ドルから2024年2月末の149.98円/ドルへ円安ドル高となりまし

た。12月には日銀による金融政策修正観測に始まり、米国金利低下や年末需給の影響を受け一時

141円を割り込みました。24年からは能登半島地震に伴い金融緩和修正の早期実施懸念は後退し、米

国のインフレ鈍化ペースが減速したため、円安ドル高となりました。また2月にはマイナス金利解除後も

緩和的なスタンスを継続することを日銀副総裁が示し、さら円安ドル高が進みました。 

※マーケット概況のとおり、年明け以降は、国内外ともに株式市場が大きく上昇、また米国金利の落ち着き

とともに米国優先 REIT が資産全体を牽引しました。含み益を合わせ 12,774 万円資産が増加、2 月に

信託決算に向けた売買を実施し 8,778 万円の実現益を確保いたしました。

結果、2 月末時点の資産残高は 30 億円の契約金額に対して 31.28 億円、+4.26％となり、8,204 万円

の収益交付が行われました。


